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5章 Web・モバイル・E メールによる監視と操作 

 

本章では、KaracrixBuilder が提供する Web ブラウザ、モバイル端末、E メールを使用したオブジェクトの

監視、操作について解説します。 

Web ブラウザ、モバイル端末、E メールを使用するための環境設定は「19 章 システム一般環境設定」を、

ポイントの監視・操作を行なうための準備作業は「20 章 オブジェクト環境設定」を参照して下さい。 

 

5.1 機能メニューの Web＆携帯アクセス許可設定（コンソールでの準備） 

Web 画面、携帯画面に表示される機能メニューは、KaracrixBuilder コンソール画面※1の設定によりログイ

ンユーザ別にアクセス制限を付けて提供する機能を限定することができます。 

KaracrixBuilder コンソール画面のメインメニューから「システム設定」ボタン→「システム環境設定メニュ

ー」画面→「システムパラメータ」ボタンを選択して「システムパラメータ設定」画面を表示して下さい。 

※1 OS の稼動する PC 上で実行した KaracrixBuilder の各種設定画面をコンソール画面と呼びます。 

 

 

 

図 5.1.1 システムパラメータ設定画面 
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「システムパラメータ設定」画面の「Web&携帯メニュー表示に関する設定」項目の以下のパラメータの設

定値により、ログインユーザ別に Web 画面、携帯画面に表示される機能メニューを選択することができま

す。    

 

 

図 5.1.2 Web&携帯メニュー表示に関する設定 

 

設定値は以下のようにログイン時のユーザー権限によって公開する機能メニューにするかどうかを設定し

ます。 

（設定値） 

1:一般+管理者 （一般ユーザ及び、管理ユーザでログイン時に表示される機能） 

2:管理者のみ （管理ユーザでログイン時にのみ表示される機能） 

0:非公開 （一般ユーザ及び、管理ユーザでログイン時に表示される機能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Web ブラウザで公開できる機能メニュー一覧 

・Web メニュー(ポイント) 

・Web メニュー(モニター) 

・Web メニュー(計測グラフ) 

・Web メニュー(記録グラフ) 

・Web メニュー(操作履歴) 

・Web メニュー(警報履歴) 

・Web メニュー(スケジュール) 

・Web メニュー(記録データ) 

・Web メニュー(帳票) 

・Web メニュー(パラメータ) 

■携帯画面で公開できる機能メニュー一覧 

・携帯 メニュー(ポイント) 

・携帯 メニュー(モニター) 

・携帯 メニュー(計測グラフ) 

・携帯 メニュー(操作履歴) 

・携帯 メニュー(警報履歴) 

・携帯 メニュー(パラメータ) 
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5.2 登録データの Web＆携帯アクセス許可設定（コンソールでの準備） 

Web 画面、携帯画面に表示される機能メニュー別に参照できる登録データは、KaracrixBuilder コンソー

ル画面の設定により、ログインユーザ別にアクセス制限を付けて登録データを限定することができます。 

下表に、ログインユーザ別に選択表示される登録データの KaracrixBuilder コンソールでの設定画面の一

覧を示します。“W3”は、Web 画面表示の設定、“MB”は、携帯画面表示の設定を行う項目です。 

 

表 5.2.1 Web、携帯画面に表示される登録データ許可設定画面一覧 

Web&携帯メニュー コンソールメニュー／設定画面 設定項目 

ポイント システム環境設定メニュー／ポイント登録画面 W3 MB 

モニター 監視パネルメニュー／監視パネル管理画面 W3 MB 

計測グラフ 計測トレンドメニュー／計測トレンドグラフ画面 W3 MB 

記録グラフ 記録トレンドメニュー／記録トレンドグラフ画面 W3 － 

記録データ システム環境設定メニュー／記録データ CSV 変換画面 W3 － 

帳票 
帳票プログラムメニュー／帳票プログラム登録画面 

                   ／帳票パラメータ登録画面 
W3 － 

パラメータ 
制御プログラムメニュー／制御プログラム登録画面 

                   ／制御パラメータ登録画面 
W3 MB 

 

以下に設定画面の設定例を示します。“W3”または“MB”の項目に“*”が設定されている場合は、その登

録データは、Web 画面または携帯画面からのアクセス許可を付与されます。 

（ポイント登録画面） 

 

（監視パネル管理画面） 

 

         （計測トレンドグラフ画面） 

 

図 5.2.1 Web&携帯画面に表示される登録データ設定 
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5.3 Web ブラウザによる監視・操作 

Web サーバを立ち上げることで、インターネット環境やダイアルアップ接続を使用して KaracrixBuilder の

監視、操作、制御をリモートから行なうことが出来ます。Web サーバの起動方法、環境設定については

「付録 B Web サーバの設定」を参照して下さい。 

ここでは、Web サーバが正しく起動されていることを前提に説明致します。 

 

(1) Web アクセス初期画面 

ネットワーク経由で KaracrixBuilder が実行されているホスト（PC）の Web サーバにアクセスして下さい。具

体的には Web ブラウザ(Internet Exploler、FireFox など)の URL を指定する入力欄にホストのアドレスを指定し

ます。ネットワーク設定がネームサーバを参照するようになっている場合は、ホスト名を英文字などで指定

出来ますが、ここでは、IP アドレスを指定して直接アクセスしています。 

 

例） http://192.168.0.33/  （ホストの IP アドレスが“192.168.0.33”の場合） 

 

 

図 5.3.1 Web ブラウザ認証画面 

 

ブラウザに、認証画面が表示されます。 

ここで、リモートユーザ登録（「19 章 システム一般環境設定」参照）で設定した、ログインユーザ名、パスワード

を入力して下さい。認証されると、リモート監視制御機能にログインして初期画面が表示されます。 

パスワードに管理者パスワードを入力した場合には、初期画面のメニューに“システム”メニューが表示さ

れシステム設定機能（後述）が使用できるようになります。一般者パスワードで入力した場合には“システ

ム”メニューは表示されません。 
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図 5.3.2 リモート監視制御の初期画面 

 

(2) メインメニュー 

初期画面には左側にメインメニューが表示されます。下記にメインメニューの概要を説明します。 

 

①ポイント 

登録されているポイントオブジェクトのリアルタイム状態値をポイント分類別に一覧表示して、状態監視、

警報監視、状態設定、計測値監視、データ設定などを行うことが出来ます。 

 

②モニター 

登録されている監視画面を表示して監視を行うことが出来ます。自動更新時間を設定することでリアル

タイム監視も行うことが可能です。 

 

③計測グラフ 

登録されている計測グラフを表示して監視を行うことが出来ます。自動更新時間を設定することでリア

ルタイム監視も行うことが可能です。 

 

④記録グラフ 

登録されている記録グラフを表示して監視を行うことが出来ます。計測データ記録条件設定に登録さ

れているポイントの計測記録データから任意の計測期間を指定して記録値のグラフを表示します。 

 

 

メインメニュー 



5.3 Web ブラウザによる監視・操作 

5-6 

 

 

S.I.Soubou Inc. 

⑤操作履歴 

ポイント等への操作が行われた場合の履歴を表示します。表示された操作履歴一覧を CSV ファイルと

してダウンロードすることもできます。 

 

⑥警報履歴 

ポイント等に警報が発生した場合の履歴を表示します。表示された警報履歴一覧をCSVファイルとして

ダウンロードすることもできます。 

 

⑦スケジュール 

オブジェクト分類毎に登録されているスケジュールの起動、停止を行います。 

 

⑧記録データ 

登録されている計測記録設定グループの計測データを CSV ファイルとしてダウンロードすることができ

ます。 

 

⑨帳票 

登録されている帳票プログラムを実行して、各種報告書を PDF ファイルとしてダウンロードすることがで

きます。 

 

⑩パラメータ 

登録されているパラメータを使用した制御プログラムで Web 上に公開されているプログラムのパラメータ

の設定、変更を行うことができます。 

また、管理者でログイン時には、プログラムの起動、停止を行うこともできます。 

 

⑪システム (管理者でログイン時) 

E メール送受信環境設定、Web ログイン認証設定の変更と、その変更をシステムに反映するためにリセ

ット（再起動）を行うことができます。 

 

⑫ログアウト 

現在ログインしている利用者をログアウトして認証画面に戻ります。 

 

（Web 設定機能の使用上の注意） 

Web 画面から各操作を行う場合に、KaracrixBuilder コンソール上の各画面からの操作と競合しないよう運

用に注意してください。Web からの操作とコンソールからの操作の両方が同時に可能であるため、タイミング

的に後から操作を行った画面での設定が有効になるため、先に設定を行なった画面に表示されている設

定値が書き換えられて不一致状態となる場合があり運用上好ましくないためです。 
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(3) サブメニューと選択項目について 

メインメニューに表示されている各機能項目を選択するとサブメニューが表示されます。選択されている

機能には、図のように項目の右側に“＊”でマークされます。 

 

 

 

図 5.3.3 サブメニューと情報表示エリア 

 

情報表示エリアには、サブメニューで選択された機能の設定内容の一覧や設定項目が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

サブメニュー 

選択項目（“*”が付く） 情報表示エリア 
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(4) ポイントの状態操作、ロック操作、属性操作機能の公開について 

ポイントメニューでは、KaracrixBuilderコンソール画面のシステムパラメータ設定によりポイントの状態操作、

コントロール設定、ロック操作及び属性操作機能を公開することができます。 

「システムパラメータ設定」画面の「Web&携帯操作許可に関する設定」項目の以下のパラメータの設定値

により、ログインユーザ別に Web 画面、携帯画面で設定項目を表示して公開することができます。 

    

 

図 5.3.4 Web&携帯操作許可に関する設定 

 

設定値は以下のようにログイン時のユーザー権限によって機能の公開を許可するかどうかを設定します。 

（設定値） 

1:一般+管理者 

2:管理者のみ 

0:非公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■携帯画面で許可される操作一覧 

・携帯オブジェクト状態操作許可 

・携帯オブジェクトロック操作許可 

■Web 画面で許可される操作一覧 

・Web オブジェクト状態操作許可 

・Web オブジェクトロック操作許可 

・Web オブジェクト属性操作許可 
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以下に機能の公開を許可した場合の Web、携帯画面での表示例を示します。 

 

（Web 画面：状態操作機能、ロック操作表示） 

 

 

（Web 画面：コントロール設定機能、ロック操作表示） 

 

       

   （Web 画面：属性設定機能表示） 

 

 

（携帯画面：状態操作機能、ロック操作表示）    （携帯画面：コントロール設定機能、ロック操作表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.5 Web&携帯画面に表示される操作設定機能 
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(5) コンソール画面の設定値保存ボタンの配置について 

計測グラフ、記録グラフ、操作履歴、警報履歴、記録データメニューでは、KaracrixBuilder コンソール画

面のシステムパラメータ設定により各コンソール画面で定義されている値（トレンド表示スケールやデータダウン

ロード条件等）の設定を Web 画面からも行うことができる更新ボタンを配置することができます。 

「システムパラメータ設定」画面の「Web&携帯操作許可に関する設定」項目の以下のパラメータの設定値

により、ログインユーザ別に Web 画面で設定ボタンの表示許可の設定を行うことができます。 

    

 

図 5.3.6 Web&携帯操作許可に関する設定 

 

設定値は以下のようにログイン時のユーザー権限によって配置を許可するかどうかを設定します。 

（設定値） 

1:一般+管理者 

2:管理者のみ 

0:非公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Web 画面で許可される操作 

・Web コンソール画面定義書換ボタン配置許可 
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以下にボタンの配置を許可した場合の Web 画面での表示例を示します。 

 

（Web 画面：計測グラフ） ボタンによる上下限スケールの設定保存 

 

 

（Web 画面：記録グラフ） ボタンによる上下限スケールと表示条件の設定保存 

 

      図 5.3.7 Web 画面定義書換ボタン配置許可の例(1) 
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（Web 画面：操作履歴→ダウンロードへ） 出力行数と漢字コードの設定保存 

 

（Web 画面：警報履歴→ダウンロードへ） 出力行数と漢字コードの設定保存 

 

（Web 画面：記録データ→アナロググループ-A(例)） 出力行数と漢字コードの設定保存 

 

図 5.3.8 Web 画面定義書換ボタン配置許可の例(2) 
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(6) ポイント属性設定のファイル書込みボタンの配置について 

ポイントメニューの属性設定画面では、KaracrixBuilder コンソール画面のシステムパラメータの設定を行う

ことにより、ポイント登録画面(「20 章オブジェクト環境設定」参照)で定義されている一部の値（属性データ）のシ

ステム(初期設定)定義ファイルへの書込みを Web 画面からも行うことができる更新ボタンを配置することが

できます。 

「システムパラメータ設定」画面の「Web&携帯操作許可に関する設定」項目の以下のパラメータの設定値

により、ログインユーザ別に Web 画面で設定ボタンの表示許可の設定を行うことができます。 

    

 

図 5.3.9 Web&携帯操作許可に関する設定 

 

設定値は以下のようにログイン時のユーザー権限によって配置を許可するかどうかを設定します。 

（設定値） 

1:一般+管理者 

2:管理者のみ 

0:非公開 

 

 

 

 

 

 

 

■Web 画面で許可される操作 

・Web オブジェクト属性 FILE 書込ボタン配置許可 
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以下にボタンの配置を許可した場合の Web 画面での表示例を示します。 

 

（Web 画面：ポイント→接点入力→設定→ポイントの属性設定） 

 

図 5.3.10 Web オブジェクト属性 FILE書込ボタン配置許可の場合 

 

 

 



 

5-15 

 

 

S.I.Soubou Inc. 

5.4 ポイント監視 

ポイントメニューを選択するとポイント分類選択メニューが表示されます。 

 

 

図 5.4.1 ポイントメニュー 

 

選択できるポイント分類は下記のとおりです。 

 

①接点入力   （デジタル入力ポイント：DI） 

②接点出力   （デジタル出力ポイント：DO） 

③カウンタ入力   （カウンタ入力ポイント：PI） 

④アナログ入力  （アナログ入力ポイント：AI） 

⑤アナログ出力  （アナログ出力ポイント：AO） 

⑥イメージ入力   （イメージ入力ポイント：IMG） 

⑦ロック点一覧  （ロック(ON)されているポイントの一覧表示） 

⑧警報点一覧  （警報が発生しているポイントの一覧表示） 

⑨グループ選択  （グループによるポイントの絞込み一覧表示） 

 

●入力型ポイントの共通設定操作 

入力型ポイント（接点入力、カウンタ入力、アナログ入力）の状態一覧画面では、そのポイントの状態値を設定

（set）することができます。 

状態一覧の項目に“設定”がありますので“set”と表示されている項目をクリックすると状態変更設定画面

が表示されます。この画面は、上段にポイント名や状態値が表示され、中段にポイントの状態変更設定操

作部、下段にポイントの属性設定操作部から構成されています。 
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ポイントの状態変更設定操作では、図のように変更する状態をチェック（デジタル型ポイントの場合）してＯＫ

ボタンを押すと、操作確認画面が表示されるダブルアクションになっています。操作確認画面では、最終

確認の操作の実行を１分以内で行なわないと無効になります。これは、操作画面の長時間放置後の誤操

作を無効にするためです。 

また、属性設定操作部でＳＥＴボタンを押すと汎用属性の設定画面が表示され設定を行うことができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.4.2 入力型ポイントの設定機能（DI型ポイントの例） 

状態表示部 

状態変更操作部 

属性設定操作部 

 

 

 

属性設定画面 
操作確認画面 

状態変更設定画面 
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●属性設定画面の共通設定操作 

属性設定画面では、ポイント属性の以下の項目の設定を行うことができます。 

①警報発生許可の ON／OFF 

②汎用属性（整数属性-1～6） 

③汎用属性（実数属性-1～6） 

④汎用属性（文字属性-1～2） 

⑤警報レベル（H３～L３）  ※アナログ入出力ポイントの場合で、警報許可が ON の時表示。 

 

設定内容をシステムに反映するには、“状態設定”ボタンを押して下さい。設定内容を変更せずに終了す

る場合は、“キャンセル”ボタンを選択します。 

また、システムパラメータ設定の「Web オブジェクト属性FILE書込ボタン配置許可」でボタン表示が許可さ

れているユーザでログインした場合は、“状態設定＋ファイル保存”ボタンが表示されます。設定内容をシ

ステムに反映すると同時にシステム（初期設定）定義ファイルにも保存するときは、“状態設定＋ファイル保

存”ボタンを押して下さい。 

 

状態設定 

→ 設定値をオブジェクト共有メモリに反映します。システム停止後消えてしまう揮発性のデータ設定です。 

ファイル保存 

→ KaracrixBuilder 起動時のオブジェクトの初期設定定義値を格納するファイルの内容を書き換えます。 

 

 

図 5.4.3 属性設定画面の設定機能 

 

① 

② 

③ 

④ 



5.4 ポイント監視 

5-18 

 

 

S.I.Soubou Inc. 

●出力型ポイントの共通設定操作 

出力型ポイント（接点出力、アナログ出力）の状態一覧画面では、そのポイントの状態値を操作（ctl）すること

ができます。 

状態一覧の項目に“設定”がありますので“ctl”と表示されている項目をクリックするとコントロール画面が

表示されます。画面構成は、前項の入力型ポイントと同様です。 

コントロール画面では、図のように変更する値を設定（アナログ型ポイントの場合）してＯＫボタンを押すと、操

作確認画面が表示されるダブルアクションになっています。操作確認画面では、最終確認の操作の実行

を１分以内で行なわないと無効になります。属性設定も前項の入力型ポイントと同様に設定出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.4.4 出力型ポイントの設定機能（AO型ポイントの例） 

 

 

操作確認画面 

 

属性設定画面 

コントロール画面 
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●ロック操作 

ロック操作では、そのポイントのロック状態値を変更する場合に使用します。 

ロック操作は、デジタル型ポイント、アナログ型ポイントの全てに共通する機能です。 

状態一覧の項目に“ロック”がありますが、図のようにロック操作がＯＦＦの場合には“-”と表示されていま

す。項目をクリックするとロック操作画面が表示されます。 

ロック設定操作は、図のように変更する状態をチェックしてＯＫボタンを押し、操作確認画面が表示される

ダブルアクションになっています。操作確認画面では、最終確認の操作の実行を１分以内で行なわないと

無効になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.4.5 ロック操作の設定機能 

 

 

 

操作確認画面 

ロック操作画面 
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●通信状態 

通信の欄には、リモートＩＯ装置との通信状態が表示されます。通信状態がオンラインの場合には、“-”が

表示されます。通信状態がオフラインになった場合には、“OFF”が表示されます。 

 

 

図 5.4.6通信オフライン時の表示（DI） 

 

ここで、オンライン状態、オフライン状態を判断するのは、通信制御アプリケーションプログラムの内部仕

様に依存しています。リモートＩＯ装置との接続が切断されたときの切断の判定や復旧時の判定などは、

全て通信制御アプリケーションプログラムの仕様で判断され状態が確定されます。 

通信は、デジタル型ポイント、アナログ型ポイントの全てに共通する機能です。 
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(1) 接点入力 

接点入力を選択すると下記のように DI ポイントのリアルタイム状態一覧が表示されます。 

 

 

図 5.4.7 DI ポイント状態一覧画面 

 

表示される項目は、下記のとおりです。 

・No  表示番号 

・OBJID  オブジェクト ID *1 

・名称  ポイント名称（ポイント登録で定義されている名称） 

・状態 リアルタイム状態（表示した時点の状態） 

・設定 ポイントの状態値を変更する機能 

・警報 警報が発生したときにポイント属性で定義された警報文字列を表示 

・ロック ロック操作の状態（ON／－）を表示すると共に、ロック操作の状態を変更 

・通信 リモートＩＯ装置との通信状態を表示（「5.4 項 ○通信状態」参照） 

 

*1 この項目は、システムパラメータの「オブジェクト識別表示」の設定に依存しており、OBJID 表示にしている場合に

「OBJID」が表示されます。TAG 名の表示を選択している場合には「タグ名」が表示されます。 
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(2) 接点出力 

接点出力を選択すると下記のように DOポイントのリアルタイム状態一覧が表示されます。 

 

 

図 5.4.8 DOポイント状態一覧画面 

 

表示される項目は、下記のとおりです。 

・No  表示番号 

・OBJID  オブジェクト ID *1 

・名称  ポイント名称（ポイント登録で定義されている名称） 

・状態 リアルタイム状態（表示した時点の状態） 

・操作 操作者を表示します。 

      操作者とは、そのポイントの状態を設定した原因となったものです。 

      （初期） ：初期状態、未操作 

       （手動） ：コンソール画面からマウスで操作 

       （リモート） ：Web や携帯画面および E メールなどでリモートから操作 

       （スケジュール） ：スケジュール設定によりスケジューラから操作 

       （プログラム） ：制御プログラムから操作コマンドを実行して操作 

・設定 ポイントの操作を行います。 

・警報 警報が発生したときにポイント属性で定義された警報文字列を表示します。 

・ロック ロック操作の状態（ON／－）を表示すると共に、ロック操作の状態を変更します。 

・通信 リモートＩＯ装置との通信状態を表示します。（「5.4 項 ○通信状態」参照） 

 

*1 この項目は、システムパラメータの「オブジェクト識別表示」の設定に依存しており、OBJID 表示にしている場合に

「OBJID」が表示されます。TAG 名の表示を選択している場合には「タグ名」が表示されます。 
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(3) カウンタ入力 

カウンタ入力を選択すると下記のように PI ポイントのリアルタイム計測値一覧が表示されます。 

 

 

図 5.4.9 PI ポイント計測値一覧画面 

 

表示される項目は、下記のとおりです。 

・No  表示番号 

・OBJID  オブジェクト ID *1 

・名称  ポイント名称（ポイント登録で定義されている名称） 

・計測値 リアルタイムカウンタ値（表示した時点の値） 

・単位 計測値の単位を表示します 

・設定 ポイントのカウンタ値を変更する機能 

・警報 警報が発生したときにポイント属性で定義された警報文字列を表示 

・ロック ロック操作の状態（ON／－）を表示すると共に、ロック操作の状態を変更 

・通信 リモートＩＯ装置との通信状態を表示（「5.4 項 ○通信状態」参照） 

 

*1 この項目は、システムパラメータの「オブジェクト識別表示」の設定に依存しており、OBJID 表示にしている場合に

「OBJID」が表示されます。TAG 名の表示を選択している場合には「タグ名」が表示されます。 
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(4) アナログ入力 

アナログ入力を選択すると下記のように AI ポイントのリアルタイム計測値一覧が表示されます。 

 

 

図 5.4.10 AI ポイント計測値一覧画面 

 

表示される項目は、下記のとおりです。 

・No  表示番号 

・OBJID  オブジェクト ID *1 

・名称  ポイント名称（ポイント登録で定義されている名称） 

・計測値 リアルタイム計測値（表示した時点の値） 

・単位 計測値の単位 

・設定 ポイントの計測値を変更する機能 

・警報 警報が発生したときにポイント属性で定義された警報文字列を表示 

・ロック ロック操作の状態（ON／－）を表示すると共に、ロック操作の状態を変更 

・通信 リモートＩＯ装置との通信状態を表示（「5.4 項 ○通信状態」参照） 

 

*1 この項目は、システムパラメータの「オブジェクト識別表示」の設定に依存しており、OBJID 表示にしている場合に

「OBJID」が表示されます。TAG 名の表示を選択している場合には「タグ名」が表示されます。 
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(5) アナログ出力 

アナログ出力を選択すると下記のように AOポイントのリアルタイム状態一覧が表示されます。 

 

 

図 5.4.11 AOポイント状態一覧画面 

 

表示される項目は、下記のとおりです。 

・No  表示番号 

・OBJID  オブジェクト ID *1 

・名称  ポイント名称（ポイント登録で定義されている名称） 

・状態 リアルタイム状態値（表示した時点の値） 

・単位 計測値の単位 

・操作 操作者 

      操作者とは、そのポイントの状態を設定した原因となったものです。 

       （初期） ：初期状態、未操作 

       （手動） ：コンソール画面からマウスで操作 

       （リモート） ：Web や携帯画面および E メールなどでリモートから操作 

       （スケジュール） ：スケジュール設定によりスケジューラから操作 

       （プログラム） ：制御プログラムから操作コマンドを実行して操作 

・設定 ポイントの操作を行います。 

・警報 警報が発生したときにポイント属性で定義された警報文字列を表示 

・ロック ロック操作の状態（ON／－）を表示すると共に、ロック操作の状態を変更 

・通信 リモートＩＯ装置との通信状態を表示（「5.4 項 ○通信状態」参照） 

 

*1 この項目は、システムパラメータの「オブジェクト識別表示」の設定に依存しており、OBJID 表示にしている場合に

「OBJID」が表示されます。TAG 名の表示を選択している場合には「タグ名」が表示されます。 
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(6) イメージ入力 

イメージ入力を選択すると下記のように登録されている IMGポイントの一覧が表示されます。 

 

 

図 5.4.12 IMGポイント一覧画面 

 

表示する IMG ポイントを選択するとリアルタイムイメージ画像を下記のように表示します。自動更新時間を

設定することでイメージ画像を設定したインターバルで更新を行うことが可能です。 

 

自動更新時間を変更した場合には、更新の“->実行”ボタンを押して下さい。実行ボタンを押した時点か

ら更新時間が有効になります。 

通信回線の速度が遅い場合、更新時間を短くすると画像をすべて取得する前に、次画像の転送を要求

するために、画像を正常に表示できない事があります。この場合、更新時間を長くして下さい。 

 

 

図 5.4.13 イメージ入力表示画面 
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(7) ロック点一覧 

ロック点一覧を選択すると下記のようにロック状態が ONになっているポイント一覧が表示されます。 

表示項目は、デジタル型、アナログ型ポイントで共用しています。 

 

 

図 5.4.14 ロック点一覧画面 

 

表示される項目は、下記のとおりです。 

・No  表示番号 

・OBJID  オブジェクト ID *1 

・名称  ポイント名称（ポイント登録で定義されている名称） 

・状態 リアルタイム状態値（表示した時点の値） 

・単位 計測値の単位（対象ポイントがアナログ型ポイントの場合に有効） 

・警報 警報が発生したときにポイント属性で定義された警報文字列を表示 

・ロック ロック操作の状態（ON／－）を表示すると共に、ロック操作の状態を変更 

・通信 リモートＩＯ装置との通信状態を表示（「5.4 項 ○通信状態」参照） 

 

*1 この項目は、システムパラメータの「オブジェクト識別表示」の設定に依存しており、OBJID 表示にしている場合に

「OBJID」が表示されます。TAG 名の表示を選択している場合には「タグ名」が表示されます。 
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(8) 警報点一覧 

警報点一覧を選択すると下記のように警報が発生しているポイント一覧が表示されます。 

表示項目は、デジタル型、アナログ型ポイントで共用しています。 

 

 

図 5.4.15 警報点一覧画面 

 

表示される項目は、下記のとおりです。 

・No  表示番号 

・OBJID  オブジェクト ID *1 

・名称  ポイント名称（ポイント登録で定義されている名称） 

・状態 リアルタイム状態値（表示した時点の値） 

・単位 計測値の単位（対象ポイントがアナログ型ポイントの場合に有効） 

・警報 警報が発生したときにポイント属性で定義された警報文字列を表示 

・ロック ロック操作の状態（ON／－）を表示すると共に、ロック操作の状態を変更 

・通信 リモートＩＯ装置との通信状態を表示（「5.4 項 ○通信状態」参照） 

 

*1 この項目は、システムパラメータの「オブジェクト識別表示」の設定に依存しており、OBJID 表示にしている場合に

「OBJID」が表示されます。TAG 名の表示を選択している場合には「タグ名」が表示されます。 
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(9) グループ選択 

グループ選択では、ポイント登録の属性設定でグループ 1、グループ 2 の項目にグループを登録している

ポイントについて検索の絞込みを行なうことができます。 

 

 

図 5.4.16 グループ選択画面 

 

図のようにグループ 1、グループ 2 の項目のプルダウンメニューから絞り込み対象を選択して更新の“->

実行”ボタンを押すと、選択したグループに属するポイント一覧が表示されます。 

 

 

図 5.4.17 グループ選択でポイント一覧を表示 
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5.5 モニター画面 

監視パネルのリアルタイムイメージを表示する機能です。自動更新時間を設定することで、指定したインタ

ーバルで監視パネルの更新を行うことが可能です。 

モニターメニューを選択すると、モニター画面一覧に現在登録されている監視パネルの名称一覧が表示

されます。 

 

図 5.5.1 モニター画面一覧 

 

名称一覧から、表示したい監視パネルの名称を選択すると、選択した監視パネルの現在の状態が表示さ

れます。 

最新の情報を表示するには、更新の“->実行”ボタンを押して下さい。 

 

 

図 5.5.2 モニター画面表示例 

監視パネル名称一覧 

更新の実行ボタン 
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            図 5.5.3 画面サイズ設定               図 5.5.4 自動更新時間設定  

 

描画域(図 5.5.3)をプルダウンメニューから選択した場合は、同様に更新の“->実行”ボタンを押して下さい。

その時点で、表示画面サイズが有効になります。 

“Ｌ” 全画面表示。作成されているイメージを全画面表示します。（１０１６（W）×６６８（H）ドット） 

“Ｍ” ミドルサイズで表示します。（システムパラメータ設定の定義値） 

“Ｓ” スモールサイズ表示。（システムパラメータ設定の定義値） 

 

自動更新時間(図 5.5.4)をプルダウンメニューから選択した場合は、同様に更新の“->実行”ボタンを押して

下さい。その時点で、自動更新機能が有効になります。 

自動更新時間メニューで、“１画面”を選択すると、更新の“->実行”ボタンを押した時点で画面が更新さ

れます。“１画面＋データ”を選択して表示した場合には、監視パネルイメージの下方に表示時のデータリ

スト（ポイントの状態一覧）も一緒に表示されます。“１０秒毎”などの時間を指定した場合には、指定した時間

のインターバルで画面を自動更新します。 

 

 

図 5.5.5 モニター画面＋データリスト（ポイント状態一覧）表示 

 

データリスト 
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データリストの“設定”項（set、ctl）を選択することで操作ダイアログが表示されますので、ここから操作を実

行することができます。 

ただし、操作実行後に Web 画面の自動更新はされませんので画面の再読込（更新の“->実行”ボタン）を手

動で行って下さい。 

 

 

図 5.5.6 操作ダイアログ 
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5.6 計測グラフ 

登録されている計測グラフを表示します。計測グラフメニューを選択すると計測グラフ一覧が表示されま

す。 

 

 

図 5.6.1 計測グラフ一覧画面 

 

ここで、表示したい計測グラフ名を選択して下さい。表示要求を出した時点での計測グラフが表示されま

す。 

 

 

図 5.6.2 Web ブラウザでの計測グラフ表示 

計測グラフ名一覧 

カスタマイズメニュー 計測グラフ名 ポイント別縦軸スケール 

最新時刻（計測値） 

時間軸スケール 

グラフ表示領域 

ポイント別 

表示スケール設定 

グラフ表示段 
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（１） グラフ縦軸スケール 

計測グラフ縦軸スケールについて解説します。 

 

 

図 5.6.3 縦軸スケールの表示内容 

 

①グラフ色と単位 

縦軸スケールの右上部には、表示されるポイント別のグラフ線の色とポイントの単位（AI、AO、PI の場合）

が表示されます。 

 

②グラフ表示段 

縦軸スケールの表示上の間隔は１０段で固定されています。 

デジタル型ポイントの場合、ＯＮ状態の場合の表示段をスケールの上限に設定する仕様になっていま

す。図の例では、di001（窓開閉スイッチ）のＯＮ状態は７段目に設定されており、ＯＦＦ状態は６段目に表

示されます。同様に、do001（開閉モータ１）は、９段目にＯＮ状態、８段目にＯＦＦ状態が表示されます。 

アナログ型ポイントの場合は、スケールの（上限値-下限値）を１０で割った間隔でスケールが表示されま

す。 

 

現在値表示 

グラフ色と単位 

表示スケール設定 

グラフ表示段 
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③現在値表示 

デジタル型ポイントの場合、ＯＮ状態表示段とＯＦＦ状態表示段の間の位置に、現在の状態値がグラフ

色と同じ文字色で表示されます。 

アナログ型ポイントの場合は、計測値が入っているスケール間隔のレンジの間に表示されます。 

 

④表示スケール設定 

グラフ画面の下方にポイントの表示スケール一覧が表示されます。 

表示される項目は、下記のとおりです。 

・No.  表示番号とグラフ色と同じサンプル色を表示 

・OBJID オブジェクト ID *1 

・名称   ポイント名称（ポイント登録で定義されている名称） 

・スケール ポイント属性設定で定義されている表示スケール値（上限値 / 下限値） 

・上限  初期値として上限スケール値(アナログ時)が表示されます。（変更可能）*2 

・下限  初期値として下限スケール値(アナログ時)が表示されます。（変更可能）*2 

・単位  計測値の単位（対象ポイントがアナログ型ポイントの場合に有効） 

・設定保存 上限、下限スケール値に設定した値をシステム定義ファイルに書込みます。*3 

 

*1 この項目は、システムパラメータの「オブジェクト識別表示」の設定に依存しており、OBJID 表示にしている場合に

「OBJID」が表示されます。TAG 名の表示を選択している場合には「タグ名」が表示されます。 

 

*2 この項目は、システムパラメータの「Web グラフレンジ描画初期値」の設定に依存しており、“グラフ画面の設定値”を

選択した場合に、変更が可能になります。“最大スケール値”にしている場合には常に最大スケール上下限値が表示さ

れますのでご注意下さい。 

 

ここで、表示スケールを変更することができます。“上限”、“下限”欄には設定値が表示されていますの

で、変更する場合は設定値を編集して下さい。 

上限値、下限値として設定できる値の範囲は以下のようになります。 

Hi = 上限スケール値（表示用のポイント登録属性設定値） 

Lo = 下限スケール値（表示用のポイント登録属性設定値） 

Range = Hi - Lo 

設定可能上限値 <= Hi + Ranage 

設定可能下限値 >= Lo - Ranage 

 

例） Hi = 100   Lo = 0 の場合 

Range = Hi - Lo = 100 - 0 = 100  

設定可能上限値 <= Hi + Ranage = 100 + 100 = 200 

設定可能下限値 >= Lo - Ranage = 0 - 100 = -100 
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許可されたユーザ*3 でログインしている場合には、“設定保存”ボタンが表示されます。 

“設定保存”ボタンを押さないで更新の“->実行”ボタンを押すと一時的に表示スケールを変更します。

スケールの初期値は変更されません。 

“設定保存”ボタンを押すと変更した値がシステム定義ファイルに保存され、次回グラフ表示時に初期

値として表示されます。 

 

*3 システムパラメータの「Web コンソール画面定義書換ボタン配置許可」の設定で許可されたユーザでログインしている

場合に設定保存ボタンが表示されます。 

 

（２） グラフ表示機能のカスタマイズ 

グラフ表示機能のカスタマイズを以下のメニューで行うことが出来ます。 

＜カスタマイズメニュー＞ 

 

①サイズ  ： グラフ表示領域サイズを変更します 

表示サイズによって表示できる時間軸の長さが変ります。 

“Ｌ” 全画面表示。作成されているグラフイメージを全画面表示します。（９３２（W）ドット） 

“Ｍ” ミドルサイズで表示します。（システムパラメータ設定の定義値） 

“Ｓ” スモールサイズ表示。（システムパラメータ設定の定義値） 

 

②自動更新時間 ： グラフ表示の自動更新インターバル時間を選択します。 

自動更新時間メニューで、 

“１画面”を選択すると、更新実行ボタンを押した時点で画面が更新されます。 

“１画面＋データ”を選択して表示した場合には、計測グラフイメージの下方に表示時のデータリスト（計

測データ一覧）も一緒に表示されます。 

“１０秒毎”などの時間を指定した場合には、指定した時間のインターバルでグラフ画面を自動更新しま

す。 

 

③  ： 更新実行ボタン 

サイズ、自動更新時間、表示スケールを変更したときに押して下さい。このボタンを押した時点で設定

値が有効になります。 
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（３） グラフ時間軸とデータリスト 

計測グラフの時間軸とデータリスト表示について解説します。 

自動更新メニューから、“１画面＋データ”を選択して表示した場合には、計測グラフイメージの下方に

表示時のデータリスト（計測データ一覧）も一緒に表示されます。 

データリストの先頭のデータは、現在表示されている計測グラフの表示範囲の一番古い計測データで

グラフの時間軸の左端のデータです。 

最後尾のデータは、最新の計測データです。 

 

 

 

図 5.6.4 グラフ画面＋計測データ一覧 

 

 

最古データ 

（先頭のデータ） 
最新データ 

（最後尾のデータ） 
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5.7 記録グラフ 

登録されている記録グラフを表示します。記録グラフメニューを選択すると記録グラフ一覧が表示されま

す。 

 

 

図 5.7.1 記録グラフ一覧画面 

 

ここで、表示するグラフ名を選択して下さい。初期表示では、表示要求を出した時点から、システムパラメ

ータ設定の「Web 記録グラフ開始日初期値」に設定された日数前を表示開始日時として、「Web 記録グラ

フ期間日数初期値」の設定日数の期間の記録グラフが表示されます。 

 

 

図 5.7.2Web ブラウザでの記録グラフ表示 

 

記録グラフ名一覧 

ポイント別 

表示設定一覧 

選択メニュー 
記録グラフ名 

ポイント別縦軸スケール 

グラフ表示段 

グラフ表示領域 

時間軸 
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（１） グラフ縦軸スケール 

記録グラフ縦軸スケールについて解説します。 

 

 

図 5.7.3 縦軸スケールの表示内容 

 

①グラフ色と単位 

縦軸スケールの右上部には、表示されるポイント別のグラフ線のサンプル色とデータのプロット点（打

印）を表示する場合は打印も表示されます。また、ポイントの単位（AI、AO、PI の場合）も表示されます。 

 

 

 

図 5.7.4 グラフのサンプル色と打印の表示 

 

②グラフ表示段 

縦軸スケールの表示上の間隔は１０段で固定されています。 

計測グラフと同様ですので、計測グラフの解説を参照して下さい。 

 

グラフ色、プロット点有無と単位 

表示スケール設定 

グラフ表示段 

打印 
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③表示スケール設定 

グラフ画面の下方にポイントの表示スケール一覧が表示されます。 

 

 

表示される項目は、下記のとおりです。 

・No  表示番号とグラフ色と同じサンプル色を表示 

・OBJID オブジェクト ID *1 

・名称  ポイント名称（ポイント登録で定義されている名称） 

・スケール ポイント登録の属性設定で定義されている表示スケール値（上限値/下限値） 

・上限  初期値として上限スケール値(アナログ時)が表示されます。（変更可能）*2 

・下限  初期値として下限スケール値(アナログ時)が表示されます。（変更可能）*2 

・単位  計測値の単位（対象ポイントがアナログ型ポイントの場合に有効） 

・打印  計測値のグラフプロット点に打印を表示する場合にチェック 

・警報  警報発生点のみグラフ表示する場合にチェック 

・設定保存 変更した設定値を定義ファイルに保存します。*3 

 

*1 この項目は、システムパラメータの「オブジェクト識別表示」の設定に依存しており、OBJID 表示にしている場合に

「OBJID」が表示されます。TAG 名の表示を選択している場合には「タグ名」が表示されます。 

 

*2 この項目は、システムパラメータの「Web グラフレンジ描画初期値」の設定に依存しており、“グラフ画面の設定値”を

選択した場合に、変更が可能になります。“最大スケール値”にしている場合には常に最大スケール上下限値が表示さ

れますのでご注意下さい。 

 

ここで、表示スケールを変更することができます。“上限”、“下限”欄には設定値が表示されていますの

で、変更する場合は設定値を編集して下さい。 

上限値、下限値として設定できる値の範囲は計測グラフと同じですので、計測グラフの解説を参照して

下さい。 

 

許可されたユーザ*3 でログインしている場合には、設定保存ボタンが表示されます。 

“設定保存”ボタンを押さないで更新の“->実行”ボタンを押すと一時的に表示スケールを変更します。

スケールの初期値は変更されません。 

“設定保存”ボタンを押すと変更した値がシステム定義ファイルに保存され、次回グラフ表示時に初期

値として表示されます。 

 

*3 システムパラメータの「Web コンソール画面定義書換ボタン配置許可」の設定で許可されたユーザでログインしている

場合に設定保存ボタンが表示されます。 
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（２） グラフ表示期間設定と表示カスタマイズ 

グラフ表示期間を変更したり表示サイズのカスタマイズを以下のメニューで行うことが出来ます。 

＜選択メニュー＞ 

 

①表示開始／年月日 ： 表示を行う開始年月日を設定します。 

②期間 ： 表示を行う期間を選択します。 

表示できる期間は、最小 1hour（１時間）から最大 1year（１年間）です。デフォルト値は、1week（１週間）にな

っています。 

③サイズ ： グラフ表示領域サイズを変更します。 

“Ｌ” 全画面表示。作成されているグラフイメージを全画面表示します。（９３２（W）ドット） 

“Ｍ” ミドルサイズで表示します。（システムパラメータ設定の定義値） 

“Ｓ” スモールサイズで表示します。（システムパラメータ設定の定義値） 

④データ  ： 記録データのリスト表示をする(on)／しない(off) 

onにすると計測データ一覧が下方に表示されます。 

⑤実行ボタン ： 設定した値でグラフを再表示します。 

 

 

図 5.7.5 Ｓサイズで表示した記録グラフと打印の表示 

打印 
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（３） グラフ時間軸とデータリスト 

記録グラフの時間軸スケールとデータリスト表示について解説します。 

選択メニューの、“データ”を on にして表示した場合には、記録グラフ表示エリアの下方に表示時のデー

タリスト（計測データ一覧）も一緒に表示されます。 

データリストの先頭のデータは、表示期間の間で一番古い記録データでグラフの時間軸の左端のデータ

です。 

最後尾のデータは、表示期間内での最新の記録データです。 

 

 

 

図 5.7.6 グラフ画面＋計測データ一覧 

 

最古データ 

（先頭のデータ） 
最新データ 

（最後尾のデータ） 



 

5-43 

 

 

S.I.Soubou Inc. 

5.8 操作履歴 

操作履歴メニューを選択すると、ポイント等の操作履歴一覧がアクセスした時刻から±１日分表示されま

す。 

 

図 5.8.1 操作履歴一覧画面 

 

表示される項目は、下記のとおりです。 

・No  表示番号 

・時刻 操作履歴時刻 

・OBJID  オブジェクト ID *1 

・名称  ポイント名称（ポイント登録で定義されている名称）、ポイント情報以外の情報は“System” 

・現象 操作内容や発生したイベント情報 

・Type 操作タイプ（ポイント登録で定義されている操作タイプ） 

 

この画面で設定できる条件を以下に示します。 

 

＜操作履歴表示設定＞ 

①検索開始  ： 操作履歴の検索開始年月日時分を設定します。 

②検索終了  ： 操作履歴の検索終了年月日時分を設定します。 

③表示順序  ： 操作履歴の表示順序（昇順／降順）を選択します。*２ 

④操作タイプ  ： 操作履歴の検索条件に操作タイプを設定します。（論理 OR 条件） 

⑤“データ更新”ボタン ： 操作履歴一覧を更新して表示します。 

⑥“ダウンロードへ”ボタン ： 現在の検索条件でダウンロードを実行します。 

 

*1 この項目は、システムパラメータの「オブジェクト識別表示」の設定に依存しており、OBJID 表示にしている場合に

「OBJID」が表示されます。TAG 名の表示を選択している場合には「タグ名」が表示されます。 
*２ 初期値は、システムパラメータの「操作警報履歴初期時順（コンソール＆Web＆携帯）」の設定で決まります。 

操作履歴一覧 

操作履歴表示設定 
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“ダウンロードへ”ボタンを選択するとダウンロード条件入力画面が表示されます。 

 

図 5.8.2 ダウンロード条件入力画面 

 

この画面で設定できる条件を以下に示します。 

 

＜ダウンロード機能＞ 

①検索開始  ： 操作履歴の検索開始年月日時分を表示します。 

②検索終了  ： 操作履歴の検索終了年月日時分を表示します。 

③ダウンロードファイル名 ： 保存するファイル名を指定します。 

（ファイル名は、自動で生成されていますが、手動で変更可能です。） 

④“ダウンロード”ボタン ： ダウンロードを実行します。 

 

＜Ａ.検索出力条件＞ 

①最大行数  ： ダウンロードする最大行数を設定します。（初期値 500 行） 

②デリミタ  ： 改行コードの種類を選択します。 

③漢字コード  ： 漢字の文字コードの種類を選択します。 

④“設定保存”ボタン ： ①②③で設定した条件を保存します。*３ 

許可されたユーザ*３でログインしている場合には、設定保存ボタンが表

示されます。 

“設定保存”ボタンを押さないで“ダウンロード”ボタンを押すと一時的に検

索出力条件を変更します。検索出力条件の初期値は変更されません。 

“設定保存”ボタンを押すと変更した値がシステム定義ファイルに保存さ

れ、次回ダウンロード時に初期値として設定されます。 

 

*３ システムパラメータの「Web コンソール画面定義書換ボタン配置許可」の設定で許可されたユーザでログインしてい

る場合に設定保存ボタンが表示されます。 
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○デリミタと漢字コードの選択方針 

この設定は、ダウンロードしてデータを取得するＰＣのＯＳ環境によって以下の方針で設定して下さ

い。 

ＯＳ環境 デリミタ 漢字コード 

Windows CR+LF UTF8 、SJIS 

Macintosh CR UTF8 、SJIS 

Linux/UNIX 系 LF UTF8 、EUC 

 

＜Ｂ.検索データ数＞ 

出力する操作履歴データ数を表示します。 

 

ダウンロード条件を設定したら、“ダウンロード”ボタンをクリックして下さい。Ｗｅｂブラウザの種類やバージ

ョンによって表示されるダイアログが異なる場合がありますが、指定したファイル名でダウンロードして保存

することが出来ます。（図は FireFox2.0 の場合） 

 

 

図 5.8.3 ダウンロード実行画面 
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○ダウンロードファイルのフォーマット 

ダウンロードされた操作履歴CSVファイルのフォーマットを以下に示します。 

ポイントの操作情報とシステム発生事象情報の２種類のフォーマットが出力されます。 

 

【ポイント情報】 

 

 

 

【ポイント情報以外のシステム発生情報】 

 

 

 

ダウンロードされたファイルの例を以下に示します。 

【ダウンロードファイル例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008/06/12 01:50:04, 2008,6,12,1,50,4, do001, T-do001, 開閉モータ１, 操作 ON 

2008/06/12 01:47:31, 2008,6,12,1,47,31, do002, T-do002, 照明電源スイッチ, 操作 OFF 

2008/06/12 01:47:12, 2008,6,12,1,47,12, do001, T-do001, 開閉モータ１, 操作 OFF 

2008/06/12 01:46:28, 2008,6,12,1,46,28, -, -, System, I/O 通信開始  192.168.0.200 

2008/06/12 01:46:28, 2008,6,12,1,46,28, -, -, System, I/O 通信開始  192.168.0.205 

2008/06/12 01:46:28, 2008,6,12,1,46,28, -, -, System, I/O 通信開始  192.168.0.204 

2008/06/12 01:46:22, 2008,6,12,1,46,22, -, -, System, プログラム起動  ctl20 

2008/06/12 01:46:22, 2008,6,12,1,46,22, -, -, System, システムプログラム開始   

2008/06/12 01:46:05, 2008,6,12,1,46,5, -, -, System, システム再起動(1) 

2008/06/11 11:06:28, 2008,6,11,11,6,28, -, -, System, I/O 通信開始  192.168.0.200 

2008/06/11 11:06:28, 2008,6,11,11,6,28, -, -, System, I/O 通信開始  192.168.0.205 

2008/06/11 11:06:28, 2008,6,11,11,6,28, -, -, System, I/O 通信開始  192.168.0.204 

2008/06/11 11:06:22, 2008,6,11,11,6,22, -, -, System, プログラム起動  ctl20 

2008/06/11 11:06:21, 2008,6,11,11,6,21, -, -, System, システムプログラム開始   

2008/06/11 11:06:17, 2008,6,11,11,6,17, -, -, System, システム起動(0) 

YYYY/MM/DD hh:mm:ss, YYYY,MM,DD,hh,mm,ss, OBJID, タグ名称, ポイント名称, 操作内容 

YYYY/MM/DD hh:mm:ss, YYYY,MM,DD,hh,mm,ss, －, －, System, 事象 
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5.9 警報履歴 

警報履歴メニューを選択すると、ポイント等の警報履歴一覧がアクセスした時刻から±１日分表示されま

す。 

 

図 5.9.1 警報履歴一覧画面 

 

表示される項目は、下記のとおりです。 

・No  表示番号 

・時刻  警報履歴時刻 

・OBJID  オブジェクト ID *1 

・名称  ポイント名称（ポイント登録で定義されている名称）、ポイント情報以外の情報は“System” 

・現象 警報内容 

・Level 警報レベル（ポイント登録で定義されている警報レベル） 

 

この画面で設定できる条件を以下に示します。    

＜警報履歴表示設定＞ 

①検索開始  ： 警報履歴の検索開始年月日時分を設定します。 

②検索終了  ： 警報履歴の検索終了年月日時分を設定します。 

③表示順序  ： 警報履歴の表示順序（昇順／降順）を選択します。*２ 

④警報レベル  ： 警報履歴の検索条件に警報レベルを設定します。（論理 OR 条件） 

⑤“データ更新”ボタン ： 警報履歴一覧を更新して表示します。 

⑥“ダウンロードへ”ボタン ： 現在の検索条件でダウンロードを実行します。 

 

*1 この項目は、システムパラメータの「オブジェクト識別表示」の設定に依存しており、OBJID 表示にしている場合に

「OBJID」が表示されます。TAG 名の表示を選択している場合には「タグ名」が表示されます。 

*２ 初期値は、システムパラメータの「操作警報履歴初期時順（コンソール＆Web＆携帯）」の設定で決まります。

警報履歴一覧 

警報履歴表示設定 
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“データ更新”、“ダウンロードへ”ボタンの機能は、操作履歴と同様ですのでそちらを参照して下さい。 

 

○ダウンロードファイルのフォーマット 

ダウンロードされた警報履歴CSVファイルのフォーマットを以下に示します。 

ポイントの警報情報とシステム発生事象情報の２種類のフォーマットが出力されます。 

 

【ポイント警報情報】 

 

 

【ポイント情報以外のシステム発生情報】 

 

 

 

ダウンロードされたファイルの例を以下に示します。 

【ダウンロードファイル例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008/06/12 01:49:28, 2008,6,12,1,49,28, di001, T-di001, 窓開閉スイッチ, 注意発生 

2008/06/12 01:49:05, 2008,6,12,1,49,5, di001, T-di001, 窓開閉スイッチ, 注意解除 

2008/06/12 01:48:35, 2008,6,12,1,48,35, di001, T-di001, 窓開閉スイッチ, 注意発生 

2008/06/12 01:46:22, 2008,6,12,1,46,22, -, -, System, システムプログラム開始   

2008/06/12 01:40:38, 2008,6,12,1,40,38, di001, T-di001, 窓開閉スイッチ, 注意解除 

2008/06/11 20:41:09, 2008,6,11,20,41,9, di001, T-di001, 窓開閉スイッチ, 注意発生 

2008/06/11 14:05:57, 2008,6,11,14,5,57, di001, T-di001, 窓開閉スイッチ, 注意解除 

2008/06/11 12:45:31, 2008,6,11,12,45,31, di001, T-di001, 窓開閉スイッチ, 注意発生 

2008/06/11 11:53:31, 2008,6,11,11,53,31, di001, T-di001, 窓開閉スイッチ, 注意解除 

2008/06/11 11:10:38, 2008,6,11,11,10,38, ai004, T-ai004, 水分センサ, 上限警報(H)発生   92.062 (-) 

2008/06/11 11:06:21, 2008,6,11,11,6,21, -, -, System, システムプログラム開始 

YYYY/MM/DD hh:mm:ss, YYYY,MM,DD,hh,mm,ss, OBJID, タグ名称, ポイント名称, 警報内容 

YYYY/MM/DD hh:mm:ss, YYYY,MM,DD,hh,mm,ss, －, －, System, 事象 
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5.10 スケジュール 

スケジュールメニューを選択すると、オブジェクト分類別に登録されているスケジュール一覧が表示されま

す。本画面から選択したスケジュールの“実行”モードの ON/OFFを行うことが出来ます。 

 

 

図 5.10.1 スケジュールの一覧 

 

表示されるオブジェクト種別は、下記のとおりです。 

1. ON/OFF設定(デジタル型) ： DI/DO型ポイントの ON/OFF スケジュール 

                          DI は、状態値の設定を行います。 

                          DOは、コントロール操作を行います。 

2. 実数値設定(アナログ型)   ： AI/AO型ポイントの状態値設定スケジュール 

                          AI は、状態値の設定を行います。 

                          AOは、コントロール操作を行います。 

3. 整数値設定(積算型)   ： PI型ポイントの積算値設定スケジュール 

                          PI は、カウンタ値の設定を行います。 

4. プログラム起動停止(制御)  ： 制御プログラムの起動／停止スケジュール 

5. プログラム起動停止(帳票)  ： 帳票プログラムの起動／停止スケジュール 

 

スケジュール一覧 

実行モード更新設定ボタン 
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表示される項目は、下記のとおりです。 

・No   表示番号 

・スケジュール名  登録されているスケジュール名称 

・ポイント数 スケジュールに設定されている対象ポイント数 

・実行   スケジュールの実行を許可する場合は ONをチェックします 

 

この画面に表示されるデフォルトの各スケジュールの実行許可は、KaracrixBuilder のスケジュール登録で

設定されている現在の値を表示します。 

実行許可を変更する場合には、“実行”のリスト内の ON/OFF ボタンでモードを選択し、“実行設定”ボタ

ンを押して確定させて下さい。以下の画面のように、スケジュールの実行設定が行われます。 

 

 

図 5.10.2 スケジュール設定の実行 

 

 

 

 

 

 

ON に設定変更 
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5.11 記録データ 

記録データメニューを選択すると、登録されている記録データ（記録設定グループ名）の一覧が表示されま

す。選択した記録データの中で計測データ記録条件設定によって計測されて保存されているデータを

CSV 形式（カンマ区切り）のテキストファイルとしてダウンロードしてＰＣ等のローカルの記録媒体に保存する

ことができます。 

 

 

図 5.11.1 計測記録グループの一覧 

 

表示したい記録設定グループを選択するとダウンロード条件入力画面が表示されます。 

 

 

図 5.11.2 ダウンロード条件入力画面 

 

記録データ一覧 

検索出力条件 

ダウンロード設定 

検索対象オブジェクト一覧 
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この画面で設定できる条件を以下に示します。 

 

＜ダウンロード機能＞ 

①検索開始  ： 記録データの検索開始年月日時分を設定します。 

②検索終了  ： 記録データの検索終了年月日時分を設定します。 

③ダウンロードファイル名 ： 保存するファイル名を指定します。 

（ファイル名は、自動で生成されていますが、手動で変更可能です。） 

④“ダウンロード”ボタン ： ダウンロードを実行します。 

 

＜Ａ. 検索出力条件＞ 

①制限行数  ： ダウンロードする最大行数を設定します。 

②デリミタ  ： 改行コードの種類を選択します。 

③漢字コード  ： 漢字の文字コードの種類を選択します。この設定は、ダウンロードする 

ＰＣ側の文字コードに合わせて下さい。データに含まれるポイント名と 

単位で使用されている文字コードの変換に影響があります。*1 

④“設定保存”ボタン ： ①②③で設定した条件を保存します。*2 

許可されたユーザ*2 でログインしている場合には、設定保存ボタンが表

示されます。 

“設定保存”ボタンを押さないで“ダウンロード”ボタンを押すと一時的に検

索出力条件を変更します。検索出力条件の初期値は変更されません。 

“設定保存”ボタンを押すと変更した値がシステム定義ファイルに保存さ

れ、次回ダウンロード時に初期値として設定されます。 

 

*1 ダウンロードする CSV ファイル内の日本語文字コードの変換時に使用されます。 

*2 システムパラメータの「Web コンソール画面定義書換ボタン配置許可」の設定で許可されたユーザでログインしている場

合に設定保存ボタンが表示されます。 

 

＜Ｂ. 検索対象ポイント＞ 

検索出力するポイント一覧を表示します 

 

ダウンロード条件を設定したら、“ダウンロード”ボタンをクリックして下さい。Ｗｅｂブラウザの種類やバージ

ョンによって表示されるダイアログが異なる場合がありますが、下記のような流れでファイルをダウンロード

して保存することができます。（InternetExploler6.0 の場合） 
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①ダウンロードしたファイルの処理を選択します。“保存”ボタンを選択します。 

 

図 5.11.3 ダウンロード動作の選択画面 

 

②ダウンロードしたファイルを保存するフォルダを指定します。 

 

図 5.11.4 ファイル保存ダイアログ 
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●ダウンロードファイルのフォーマット 

ダウンロードされた記録データ CSVファイルのフォーマットを以下に示します。 

ポイント情報部と記録データ部の２種類のフォーマットが出力されます。 

 

【ポイント情報】 

 

 

 

 

 

【記録データ情報】 

 

 

 

YYYY ： 西暦４桁年（year） 

MM ： 月（month） 

DD ： 日（day） 

hh ： 時（hour） 

mm ： 分（minutes） 

ss ： 秒（second） 

 

ダウンロードされたファイルの例を以下に示します。 

【ダウンロードファイル例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

objid=,,,,,,,ai001,ai002,ai003,ai004 

objtag=,,,,,,,T-ai001,T-ai002,T-ai003,T-ai004 

objname=,,,,,,,湿度センサ,温度センサ（室内）,気圧センサ,水分センサ 

unit=,,,,,,,%,℃,hPa,- 

2008/06/11 16:17:01,2008,6,11,16,17,1,42.06, , ,  

2008/06/11 16:18:01,2008,6,11,16,18,1,42.49, , ,  

2008/06/11 16:19:01,2008,6,11,16,19,1,42.19, , ,  

2008/06/11 16:20:01,2008,6,11,16,20,1,41.78,26.94, ,  

2008/06/11 16:21:01,2008,6,11,16,21,1,42.28, , ,  

2008/06/11 16:22:01,2008,6,11,16,22,1,42.03, , ,  

2008/06/11 16:23:01,2008,6,11,16,23,1,41.50, , ,  

2008/06/11 16:24:01,2008,6,11,16,24,1,41.61, , ,  

2008/06/11 16:25:01,2008,6,11,16,25,1,41.89, , ,  

2008/06/11 16:26:01,2008,6,11,16,26,1,42.03, , ,  

2008/06/11 16:27:01,2008,6,11,16,27,1,41.87, , ,  

2008/06/11 16:28:01,2008,6,11,16,28,1,42.32, , ,  

 

objid=,,,,,,,ai001,ai002,ai003,ai004 

objtag=,,,,,,,T-ai001,T-ai002,T-ai003,T-ai004 

objname=,,,,,,,湿度センサ,温度センサ（室内）,気圧センサ,水分センサ 

unit=,,,,,,,%,℃,hPa,-  

YYYY/MM/DD hh:mm:ss, YYYY,MM,DD,hh,mm,ss, 値 1, 値 2, 値 3, 値 4 

記録データの値の位置に OBJID、タグ名、ポイント名を合わせるためのカンマ 

（EXCEL等で CSVファイルの読み込み時に有効） 

OBJID 

タグ名 

ポイント名 

単位 

記録データの数の最大は 100迄です。 

システム環境設定メニューの「記録 CSV 変換

出力設定」での登録データ数の最大値に拠り

ます。 

検索時刻に該当する計測保存データが存在し

なかった場合には、データは０表示ではなく空

の状態になります。 
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5.12 帳票 

帳票プログラムを実行して報告書等をPDFファイルとしてダウンロードすることができます。帳票メニューを

選択すると、コンソールの帳票プログラムで登録されている帳票プログラムの一覧が表示されます。 

ダウンロードした PDFファイルは、AcrobatReader等で閲覧することができます。 

帳票パラメータを使用しているプログラムでは、パラメータ値の変更設定を行なうことができます。 

 

 

図 5.12.1 帳票出力プログラムの一覧 

 

表示される項目は、下記のとおりです。 

・プログラム名称  登録されている帳票プログラム名 

・実行   以下の内容が表示されます。 

   不可 ： KaracrixBuilder 上でコンパイルされていない場合  

   可能 ： 実行可能な場合（コンパイルされている場合） 

   実行中 ： 帳票プログラムを実行中 

・プログラムメッセージ プログラム中で、コンソール出力*1 されたメッセージを表示します。 

 

*1 帳票プログラム中で、kcxprg_run_stat_cwt 関数を使用してメッセージ出力を行うことができます。（「23 章 KCX ライブラ

リ」を参照） 

 

一覧から実行したい帳票プログラムを選択して下さい。パラメータ付き帳票プログラムでは、Web 設定が

許可されているパラメータ*2 の一覧と現在の設定値が表示されます。 

*2 「5.2 登録データの Web＆携帯アクセス許可設定」参照 

 

 

 

 

帳票プログラム一覧 
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図 5.12.2 帳票ダウンロード設定、設定データ入力画面例 

 

この画面で設定できる項目を以下に示します。 

 

＜帳票ダウンロード機能＞ 

①ダウンロードファイル名 ： ダウンロードして作成される PDFファイル名を指定します。 

（ファイル名は、自動で生成されていますが、手動で変更可能です。） 

②“パラメータ設定実行＆ダウンロード”ボタン 

   ： 指定した設定データをセットしてダウンロードを実行します。 

③パラメータ設定一覧    ： 帳票プログラムでパラメータを使用している場合に設定できるパラメータ

の一覧が表示されます。ここで、設定データ欄に帳票プログラムの仕様に

応じた値を設定することで報告書等にデータが反映されて出力されます。    

（「14 章 帳票プログラム」を参照） 

 

帳票パラメータがある場合は設定データを入力し、ダウンロードファイル名を設定したら、“パラメータ設定

実行＆ダウンロード”ボタンをクリックして下さい。 

 

Ｗｅｂブラウザの種類やバージョンによって表示されるダイアログが異なる場合がありますが、下記のような

流れでファイルをダウンロードして保存することが出来ます。（InternetExploler6.0 の場合） 

 

パラメータ設定一覧 
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①ダウンロードしたファイルの処理を選択します。“保存”ボタンを選択します。 

 

図 5.12.3 ダウンロード動作の選択画面 

 

②ダウンロードしたファイルを保存するフォルダを指定します。 

 

図 5.12.4 ファイル保存ダイアログ 
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5.13 パラメータ（制御プログラム） 

制御プログラムの起動／停止（管理者でログイン時）と、制御パラメータを使用しているプログラムではパラメ

ータ値の変更設定を行なうことができます。パラメータメニューを選択すると、コンソールで登録されている

制御プログラムの一覧が表示されます。 

 

 

図 5.13.1 パラメータ付きプログラム一覧 

 

表示される項目は、下記のとおりです。 

・プログラム名称  登録されているプログラム名 

・実行   以下の内容が表示されます 

   不可  KaracrixBuilder 上でコンパイルされていない場合  

   実行中  実行中 

   停止中  停止中（実行可能な場合） 

・プログラムメッセージ プログラム中で、コンソール出力*1 されたメッセージを表示します。 

 

*1 制御プログラム中で、kcxprg_run_stat_cwt関数を使用してメッセージ出力を行うことができます。（「23 章 KCX ライブラリ

リファレンス」を参照） 

 

一覧から操作したい制御プログラムを選択して下さい。パラメータ付き制御プログラムでは、Web 設定が

許可されているパラメータ*2 の一覧と現在の設定値が表示されます。 

*2 「5.2 登録データの Web＆携帯アクセス許可設定」参照 

 

パラメータ付き 

制御プログラム一覧 
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パラメータ値の設定を行った後、“パラメータ設定”ボタンを押してください。その時点でパラメータ定義フ

ァイルの値が更新されます。更新された値がその制御プログラムに反映されるタイミングは、制御プログラ

ムの仕様に依存しています。 

 

 

図 5.13.2 パラメータのデータ設定画面 

 

許可されたユーザ*3 でログインしている場合には、下記のようにプログラムの起動(RUN)、停止(STOP)ボタ

ンが表示され、Web 画面からプログラムの起動、停止が行えますが、本機能の使用はコンソール画面との

競合が起きないよう、また操作に関しても慎重に行って下さい。 

*3 管理者ユーザでログインしている場合に RUN、STOP ボタンが表示されます。 

 

 

図 5.13.3 プログラム起動、停止ボタン（許可ユーザログイン時） 
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5.14 システム設定 

システム設定では、“メール環境”設定、“パスワード”設定、“リセット”機能を使用することができます。シ

ステム設定メニューを選択すると設定一覧が表示されます。 

 

 

図 5.14.1 システム設定の選択 

 

 

(1) メール環境  (KaracrixBuilder-V3.50 以降) 

“メール環境”では、以下の画面により設定を編集することが出来ます。 

設定内容に関しては、「19 章 システム一般環境設定 / 19.4 E メール接続環境設定」を参照下さい。 

なおこの画面での設定ボタンによる設定をシステム動作に反映させるには、“リセット”機能を使用してシス

テムを再起動させる必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SMTP サーバ 1接続状態表示 
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図 5.14.2 メール環境設定 

 

接続状態表示は、以下に示す通りです。 

 

   stop         機能停止中 

   -         実行前待機中 

   run (?)         実行待機中 (通信数:1-9999999) 

   rcv:?         受信状況表示 

   snd:?         送信状況表示 

   wait:?         待ち状況表示 

   err:? (error=?)    エラー表示  (error=?には発生エラー回数が表示されます) 

 

 

SMTP サーバ 2接続状態表示 

POP サーバ接続状態表示 

設定ボタン 
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(2) Web パスワード設定 

“Web パスワード設定”では、以下の設定を行うことができます。この画面でのユーザ 1、ユーザ 2 は、

KaracrixBuilder コンソールのシステム環境設定の Web/E-Mail ユーザ登録画面の No1、2 の値に反映さ

れます。設定をシステムに反映させるには、“リセット”機能を使用してシステムの再起動が必要です。 

 

 

図 5.14.3 Web パスワード設定 

 

設定したユーザの入力欄を全てクリアして“設定”ボタンを押すとそのパスワードを削除することができます。

但し、ユーザ１、ユーザ２を同時に削除することは出来ません。必ず１つのユーザが存在するような仕様に

なっています。（全てのユーザを削除する場合には KaracrixBuilder コンソール画面にて行ってください） 

 

(3) システム・リセット 

(1)、(2)で行った設定をシステムに反映させる事含め、KaracrixBuilder システムの再起動を行うことができ

ます。 

 

図 5.14.4 システムリセット 
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実行ボタンを押すと実行確認画面が表示されますので、ここで、実行ボタンを押すことでシステムがリセッ

トされて再起動されます。 

実行後、KaracrixBuilder が再起動するまでしばらく待ってからアクセスします。 

 

＜ホストＣＰＵのリセット＞ 

KaracrixBuilder のシステムパラメータ設定で“Web CPU リセット入力許可”でホスト CPU リセットが許可さ

れている場合、以下のようにホスト CPU リセット起動、停止ボタンも表示されます。 

ここで、ＣＰＵのリセット起動、停止を実行させることが可能ですが、本機能の仕様は慎重に行なって下さ

い。 

※尚、本機能を有効にするには、ホストＣＰＵ側の KaracrixBuilder のシャットダウンモジュールの設定を行う必要があります。

詳しくは、「19 章システム一般環境設定 19.2 システムパラメータ設定」を参照して下さい。 

 

 

図 5.14.5 ホストＣＰＵリセット 

 

ＣＰＵリセット起動 

ＣＰＵ停止 
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5.15 モバイル端末による監視・操作 

KaracrixBuilder の監視、操作、制御を携帯電話等のモバイル端末から行うことができます。モバイル端末

は、PC用の Web ブラウザより表示できる情報量が少なくなるため、表示情報をモバイル向けにカスタマイ

ズしています。 

 

(1) モバイルアクセス初期画面 

モバイル端末から KaracrixBuilder が実行されているホストの Web サーバに以下に示す URL でアクセスし

ます。なお、端末により画像ファイルの表示フォーマットに制限がありますので端末の環境に合わせてアク

セスする必要があります。これには、URL のアドレスをフォーマット別に分けて指定することにより対応しま

す。 

URL による、ページの文字コード、画像ファイルの形式を以下に示します。 

 

URL: http://[ホスト名 orIP アドレス]/i/   (文字コード： sjis、画像ファイル： gif)  ：i モード等 

URL: http://[ホスト名 orIP アドレス]/k/   (文字コード： sjis、画像ファイル： png) ：au、softbank 等 

 

画面に、認証画面が表示されます。 

 

   

図 5.15.1 携帯ログイン認証画面 

 

ここで、リモートユーザ(「19 章 システム一般環境設定」参照)で設定した、ユーザ名、パスワードを入力して

“Login”ボタンを押してログインして下さい。 
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(2) メニュー画面の表示 

認証が終了すると、メニュー画面が表示されます。 

 

  

図 5.15.2 携帯メニュー画面 

 

モバイルメニューでは、以下の機能を提供しています。 

 

 "1.ポイント" -> ポイントの一覧表示            ((3)ポイント一覧表示を参照) 

 "2.モニタ" -> 監視パネルの表示            ((4)モニタ画面表示を参照) 

 "3.計測グラフ" -> 計測グラフの表示            ((5)計測グラフ表示を参照) 

 "4.操作履歴" -> 操作履歴一覧表示            ((6)操作履歴一覧表示を参照) 

 "5.警報履歴" -> 警報履歴一覧表示            ((7)警報履歴一覧表示を参照) 

 "6.パラメータ" -> 制御プログラムのパラメータの設定変更画面   ((8)パラメータを参照) 

 "ログアウト" -> 現在のユーザをログアウトして認証画面に戻ります 
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(3) ポイント一覧表示 

KaracrixBuilder で管理されているポイントのオブジェクト分類の選択メニューが表示されます。表示するポ

イント分類を選択します。（“top”を選択すると(2)メニュー画面へ戻ります。以降の解説で共通） 

 

 

図 5.15.3 ポイント分類選択画面 

 

①グループ選択 

グループ選択機能は、グループ１、グループ２の２つの分類条件を使用してポイントグループを検索す

るときに使用します。（“back”を選択すると前画面へ戻ります。以降の解説で共通） 

 

グループ選択を選択すると、下記の様に“グループ１選択”画面が表示されます。 

ここで、グループ名を選択します。１．（未設定）を選択するとグループ１の条件は未設定になります。 

グループ１を選択すると、“グループ２選択”画面が表示されます。 

 

              

図 5.15.4 グループ１選択画面         図 5.15.5 グループ２選択画面 

 

グループ２の項目選択すると、条件に合致したポイント一覧が表示されます。 

ポイントを選択することにより状態の設定操作、ロック状態の操作を行うことができます。 

  

図 5.15.6 ポイント状態一覧画面 
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②警報点一覧 

警報点一覧を選択すると、警報が発生しているポイントの一覧が表示されます。 

ポイントを選択することにより状態の設定操作やロック状態の操作を行うことができます。 

操作はともに確認画面が表示されるダブルアクションになっています。 

 

 

図 5.15.7 警報点一覧画面 

 

③ロック点一覧 

ロック点一覧を選択すると、ロック状態が ONになっているポイントの一覧が表示されます。 

ポイントを選択することにより状態の設定操作やロック状態の操作を行うことができます。 

操作はともに確認画面が表示されるダブルアクションになっています。 

 

 

図 5.15.8 ロック点一覧画面 
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④接点入力 

接点入力を選択すると、下記の様に一覧が表示されます。 

表示される項目は、下記のとおりです。 

・ポイント ポイント登録で設定されているポイント名称 

・状態  現在の状態値（ON/OFF） 

・警報  警報発生時は ALM(アラーム)の文字表示 

・ロック  ロック操作が ONの場合 LOCK(ロック)の文字表示 

ここで、ポイントを選択することにより状態の変更設定、ロック状態の操作を行うことができます。 

状態変更設定、ロック操作はともに確認画面が表示されるダブルアクションになっています。 

 

 

 

 

図 5.15.9 DI ポイント一覧画面           図 5.15.10 DI ポイント状態変更画面と確認画面 
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⑤接点出力 

接点出力を選択すると、下記の様に一覧が表示されます。 

ここで、ポイントを選択することによりコントロール操作、ロック状態の操作を行うことができます。 

コントロール操作、ロック操作はともに確認画面が表示されるダブルアクションになっています。 

 

 

 

 

図 5.15.11 DOポイント一覧画面      図 5.15.12 DOポイント状態変更画面と確認画面 
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⑥カウンタ入力 

カウンタ入力を選択すると、下記の様に一覧が表示されます。 

ここで、ポイントを選択することにより状態の変更設定、ロック状態の操作を行うことができます 

状態変更設定、ロック操作はともに確認画面が表示されるダブルアクションになっています。 

 

 

 

 

図 5.15.13 PI ポイント一覧画面          図 5.15.14 PI ポイント状態変更画面と確認画面 

 

 

 



 

5-71 

 

 

S.I.Soubou Inc. 

 

⑦アナログ入力 

アナログ入力を選択すると、下記の様に一覧が表示されます。 

ここで、ポイントを選択することにより状態値の変更設定、ロック状態の操作を行うことができます。 

状態値変更設定、ロック操作はともに確認画面が表示されるダブルアクションになっています。 

上限(H)、(M)、(L)警報値、下限(L)、(M)、(H)警報値の設定値にカッコが付いて表示されている場合は、

システム環境設定のポイント属性設定、あるいはポイント属性一時変更設定の上下限警報監視許可が

OFFになっている場合です。 

警報機能有効が OFFになっている場合は、上限(H,M,L)、下限(H,M,L)警報値は表示されません。 

（詳しくは、「20 章オブジェクト環境設定 20.1.3 アナログ入出力(AI,AO) ポイントオブジェクトの設定」参照） 

 

 

 

 

図 5.15.15 AI ポイント一覧画面 

 

 

                                   図 5.15.16 AI ポイント状態変更画面 
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⑧アナログ出力 

アナログ出力を選択すると、下記の様に一覧が表示されます。 

ここで、ポイントを選択することによりコントロール操作、ロック状態の操作を行うことができます。 

コントロール操作、ロック操作はともに確認画面が表示されるダブルアクションになっています。 

 

 

 

 

 

図 5.15.17 AOポイント一覧画面           図 5.15.18 AOポイント状態変更画面 
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(4) モニタ画面表示 

モニターメニューを選択すると監視パネルの名称一覧が表示されます。名称一覧から、表示したい監視

パネルの名称を選択します。 

 

図 5.15.19 モニタ画面選択画面 

 

●モニタ画面表示条件の設定 

選択したモニタ画面の表示エリアを設定します。 

携帯画面では、表示エリアに制限があるため選択した監視画面が携帯画面よりも大きな場合、表示領域

を窓から覗くように分割して選択することができます。 

システムパラメータ設定の「携帯監視画面選択表示」の定義が“ボタン選択”の場合と、“リスト選択”の場

合で画面表示範囲の選択画面が異なります。 

 

①ボタン(任意位置)選択 

ボタン選択では、図のように画面エリアをプルダウンメニューから選択する方法です。X、Y 方向の移動

量と画像圧縮率をメニューから選択することができます。X、Y 方向の移動量は、システムパラメータ設

定の「携帯監視画面-1～8」の設定項目で設定された値（Ｗ（幅）ドット、Ｈ（高さ）ドット）によって決まります。 

 

 

図 5.15.2０ 画面表示位置設定 
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・サイズ  表示画像サイズを S-1～S-8 の８段階で選択します。 

・X移動  監視パネル画像の左上を原点として、携帯画面に表示する X方向画素数 

  を 1単位とした場合のオフセット倍率です。 

・Y移動  監視パネル画像の左上を原点として、携帯画面に表示する Y方向画素数 

  を 1単位とした場合のオフセット倍率です。 

・圧縮  1倍[省略時]、2倍から選択します。 

監視パネル画像を縮小表示させたい場合の縮小倍率を設定します。例えば、 倍率を

2倍に設定すると表示エリアは、4倍になります。（あまり綺麗に出ません） 

 

②リスト選択 

リスト選択では、図のように画面エリアをリストにして直接選択することができます（１監視画面あたり最大８個

まで）。このリストで表示される画面-1～画面-8（画面名称は現在固定）の画像サイズや画像圧縮率は、シ

ステムパラメータ設定の「携帯監視画面-1～8」の設定項目で設定された値によって決まります。 

 

 

図 5.15.2１ 携帯監視画面でのリスト選択メニュー 

 

●モニタ画面の表示 

OK ボタンを選択（ボタン選択の場合）、または画面-1～画面-8 を選択（リスト選択の場合）すると、実行した時

点の画像が表示されます。モニタ画面表示例を以下に示します。 

 

 

図 5.15.22 携帯モニタ画面 
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(5)計測グラフ表示 

計測グラフメニューを選択すると、計測グラフの名称一覧が表示されます。グラフ画面選択から、表示した

いグラフの名称を選択します。 

 

 

図 5.15.23 グラフ画面一覧選択 

 

●グラフ画面表示条件の設定 

選択したグラフの時間軸上の表示範囲を設定します。 

グラフの右端の現在時刻を原点とし、システムパラメータ設定で定義されたデフォルト設定の表示エリアを

携帯画面に表示します。 

システムパラメータ設定の「携帯グラフ画面選択表示」の定義が“ボタン選択”の場合と、“リスト選択”の場

合で画面表示範囲の選択画面が異なります。 

 

①ボタン選択 

・サイズ 表示画像サイズを S-1～S-8 の 8段階で選択します。 

・圧縮  グラフの時間軸上の表示時間の圧縮倍率を設定します。例えば、倍率を 2倍にす 

  ると現在時刻からさかのぼって表示される表示時間も 2倍になります。 

 

 

図 5.15.24 グラフ表示条件設定（ボタン選択） 

 

②リスト選択 

表示画像サイズを画面-1～画面-8 の 8段階で選択します。 
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画面-1～画面-8 に定義されている画面表示サイズは、システムパラメータ設定の「携帯グラフ画面-1」

～「携帯グラフ画面-8」の定義を参照して下さい。 

 

 

 図 5.15.25 グラフ表示条件設定（リスト選択） 

 

●グラフ画面の表示 

OK ボタンを選択（ボタン選択の場合）、または画面-1～画面-8 を選択（リスト選択の場合）すると、実行した時

点のグラフを表示します。グラフイメージの下方には、描画したグラフの時間と、ポイントの諸情報が添付

されます。ポイント情報は、KaracrixBuilder コンソールのグラフ機能で設定した登録条件に従い、下記の

略記号に合わせて表示します。 

 

<-t=  左端：グラフ描画開始時刻(MM/DD_HH:MM) 

->t=  右端：グラフ描画終了時刻(現時刻) 

番号） グラフ描画した色による通番表示 

.NM=  ポイント名[NaMe] 

.ST=  ポイントの描画時の状態（値）[StaTus] 

.HL=  デジタル型ポイントの描画位置(?/10) 

.HR=  アナログ型ポイントの上限値と単位 

.LR=  アナログ型ポイントの下限値と単位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.15.26 グラフ画面表示例 
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(6)操作履歴一覧表示 

操作履歴一覧を表示します。 

メニューから操作履歴を選択すると操作履歴表示条件画面が表示されます。 

 

 

図 5.13.27 操作履歴表示条件画面 

 

・数  表示する履歴の数を設定します。 

・順  操作履歴一覧表示の降順、昇順を選択します。 

・属  操作タイプを設定します。デフォルトでは、全タイプを表示します。 

・月  表示を開始する月を設定します。 

・日  表示を開始する日を設定します。 

・時  表示を開始する時間を設定します。 

・分  表示を開始する分を設定します。 

・表示  表示行数を設定します。[1 行、2 行から選択] 

  1 行表示 : （1 行目）時刻、名称、操作事象 
  2 行表示 : （1 行目）時刻、名称 
     （2 行目）操作事象 

 

表示条件を入力して“OK”ボタンを押して下さい。下記のように操作履歴が表示されます。 

 

             

図 5.13.28 操作履歴一覧画面（左：2 行表示、右：1 行表示） 
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(7)警報履歴一覧表示 

警報履歴一覧を表示します。 

メニューから警報履歴を選択すると警報履歴表示条件画面が表示されます。 

 

 

図 5.15.29 警報履歴表示条件画面 

 

・数 表示する履歴の数を設定します。 

・順 警報履歴一覧表示の降順、昇順を選択します。 

・属 警報レベルを設定します。デフォルトでは、全レベルを表示します。 

・月 表示を開始する月を設定します。 

・日 表示を開始する日を設定します。 

・時 表示を開始する時間を設定します。 

・分 表示を開始する分を設定します。 

・表示 表示行数を設定します。[1 行、2 行から選択] 

 1 行表示 : （1 行目）時刻、名称、警報事象 
 2 行表示 : （1 行目）時刻、名称 

        （2 行目）警報事象 

 

表示条件を入力して“OK”ボタンを押して下さい。下記のように警報履歴が表示されます 

 

 

図 5.15.30 警報履歴一覧画面（2 行表示） 
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(8)パラメータ 

パラメータメニューを選択すると、登録されているパラメータ付き制御プログラムの一覧が表示されます。 

 

 

図 5.15.31 プログラム選択画面 

 

・プログラム名称  登録されているパラメータ付きプログラム名 

・実行ステータス  以下の内容が表示されます。 

   U.C  KaracrixBuilder 上でコンパイルされていない場合  

   STOP  停止中（実行可能な場合） 

   RUN  実行中 

 

一覧から変更したい制御プログラムを選択して下さい。設定可能なパラメータの一覧が表示されます。必

要に応じてパラメータ設定値の変更を行うことができます。 

許可されたユーザ*1 でログインしている場合には、下記のようにプログラムの起動(RUN)、停止(STOP)ボタ

ンが表示され、携帯画面からプログラムの起動、停止が行えます。本機能の使用は慎重に行って下さい。 

*1 管理者パスワードでログインしている場合に RUN、STOP ボタンが表示されます。 

 

            

図 5.15.32 パラメータ設定画面（左：一般ユーザ 右：許可ユーザ*1） 
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●モバイルメニューの画面展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.15.33 画面展開 
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5.16 Ｅメールによる監視・操作   (KaracrixBuilder-V3.50 以降) 

E メールを用い、KaracrixBuilder を経由させてシステムの遠隔監視や制御をする事ができます。 

KaracrixBuilder をＥメールで制御するには、KaracrixBuilder が提供する機能の記述ルールでメールを作

成して送信することで行ないます。 

 

(1)メールコマンドの説明 

KaracrixBuilder が提供するメールコマンドは以下の通りです。 

書式の<>内は、指定値で置換します。 

[]内は、省略可能です。 

指定値は、“”（ダブルクォート）で囲む必要はありません。 

※注意事項 

1. メールコマンドは、左に寄せて記述して下さい。 

2. メールコマンドの先頭に“#”を付けると、コメントと解釈し実行しません。 

例） #@kcxget  help 

3. メールの応答時間は、メール設定項目の“メール受信間隔時間(分)”に依存しています。 

（「19 章システム一般環境設定 19.4 E メール接続環境設定」参照） 

4. 正常にメールログインされていれば KaracrixBuilder は必ずリターンメールを返信します。 

     もし、メールに実行コマンドが無い場合（記述ミスも含む）には、以下のメッセージが返信メールとして

送り返されます。 

      [System Unable To Parse Command Or Request Was Empty] 

    5. １つのメールコマンド送信に対して要求できる画像(添付ファイル)の数は、合わせて最大８です。 

       画像(添付ファイル)となるものには、監視パネル、計測トレンドグラフ、記録トレンドグラフ、カメラ

画像があります。 

 

    〇応答メール 

    応答メールの先頭に、以下の例に示すフォーマットで CPU の時間が表示されます。 

     これは、メール受信時間ではなく、CPU がメールを送信した時の CPU 時間です。 

    ##CpuTime 2015/08/01 12:08:30 



5.16 Ｅメールによる監視・操作   (KaracrixBuilder-V3.50以降) 

5-82 

 

 

S.I.Soubou Inc. 

 

 

 

 

 

●ログイン（アクセス認証）コマンド 

書式： @kcxusr <username> <password> 

機能： <username>にログイン名を、<password>にパスワードを指定します。 

     @kcxusr コマンドの記述行位置に、制限はありません。 
 
参考： KaracrixBuilde の初期状態は、ログイン名= 1, 一般パスワード=1, 管理者パスワード=2 です。 

    この場合の本コマンドは、以下の 2 通りとなります。なお、一般、管理者の機能区別はありません。 

      @kcxusr   1    1  

      あるいは 

      @kcxusr   1    2 

●ヘルプ要求コマンド 

書式： @kcxget  help 

機能： メールコマンドの使用マニュアルを取得します。 

●オブジェクト状態一覧要求コマンド 

書式： @kcxget  obj 

機能： オブジェクトの状態一覧を取得します。 

      応答メールから、オブジェクト ID、型、状態(stat=,alm=)、操作者(ctl=)、名称(Nm=)等の情報を取得す

ることができます。 
 
応答データ例： <一覧抜粋> 

      # di001 (DI) stat=[ON] alm=0 Nm=[警報接点] 
      # do001 (DO) stat=[OFF] alm=0 ctl=[初期] Nm=[モータリレー出力] 
      # ai001 (AI) stat=[24.5 (℃)] alm=0 Nm=[室内温度] 
      # img001 (IMG) image=[capturing] Nm=[ハウスカメラ] 
      # ctl01 (Ctl)  stat=[STOP]  ctl=[初期]  Nm=[ctl01] 
      #            >title=[ブートプログラム(他プログラムを起動)]  src=2015/7/23 obj=// 

●オブジェクト状態選択要求コマンド 

書式： @kcxget  obj  <objid>   

機能： 選択指定したオブジェクトの状態を取得します。  

      複数のオブジェクトの状態を取得するときは、本コマンドを複数行記述します。 

      <objid>に、オブジェクト ID名を指定します。 

      ※オブジェクトがカメラ型で正常動作している場合、応答メールにカメラ画像(jpg) 1枚が添付されます。 
 
記述例：  

       @kcxget  obj  di001 
       @kcxget  obj  do001 
       @kcxget  obj  img001 
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●オブジェクト操作要求コマンド 

書式： @kcxset  obj  <objid>  <data> 

機能： オブジェクトの操作を行います。 ポイントオブジェクトの場合はこの操作を通信ドライバ(例:S1)

等に委ねます。プログラムオブジェクトの場合は直接実行制御されます。 

       本コマンドの成否には、以下に示すような応答文が戻ります。 

       #[System Object Control Information Report] 

       # Command Requested = 1～N   : 本コマンドを受信した数 N 

       # Command Succeeded = 0～M   : コマンド処理に成功した数 M 

       なお、コマンド処理に成功した数 M とは、コマンドを認識した数であり、実際に通信ドライバ等

を経由させ I/O 動作を確認したものではありません。実際に動作したかどうかはオブジェクトの

状態を取得して確認する必要があります。 
 

  <objid>に、オブジェクト ID名を、<data>にオブジェクトの操作データを指定します。 

  <data>の値は、オブジェクトの型により以下のように指定します。    

  [DOポイントオブジェクト] ： ON信号を要求するときには、“on”または“1”を指定します。 

                ： OFF 信号を要求するときには、“off”または“0”を指定します。 

[AOポイントオブジェクト] ： 設定する値を指定します。 

[プログラムオブジェクト]  ： 起動を要求するときには、“on”または“1”を指定します。 

            ： 停止を要求するときには、“off”または“0”を指定します。 
 
記述例：  

       @kcxset  obj  do001  On 
       @kcxset  obj  do002  0 
       @kcxset  obj  ao001  25.0 
       @kcxset  obj  ctl001  1 
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●オブジェクト属性一覧要求コマンド 

書式： @kcxget  etc 

機能： オブジェクトの属性一覧を取得します。 

      応答メールから、オブジェクト ID、状態(stat=,alm=)、ロック状態(lock=)、整数属性(i1～i8=)、実数属性

(f1～f8=)を取得することができます。 
 
応答データ例： <一覧抜粋> 

     # di001 stat=1 alm=0 lock=0 i1=98 i2=23 i3=0 i4=0 i5=0 i6=0 i7=0 i8=0 
                          f1=24.5 f2=3.1 f3=0.0 f4=0.0 f5=0.0 f6=0.0 f7=0.0 f8=0.0 
     # do001 stat=0 alm=1 lock=1 i1=3 i2=99 i3=0 i4=0 i5=0 i6=0 i7=0 i8=0 
                          f1=32.0 f2=0.0 f3=0.0 f4=0.0 f5=0.0 f6=0.0 f7=0.0 f8=0.0 

●オブジェクト属性選択要求コマンド 

書式： @kcxget  etc  <objid>   

機能： 選択指定したオブジェクトの属性を取得します。  

      複数のオブジェクトの属性を取得するときは、本コマンドを複数行記述します。 

      <objid>に、オブジェクト ID名を指定します。 
 
記述例：  

     @kcxget  etc  di001 
      @kcxget  etc  do001 
 

●オブジェクト属性設定コマンド 

書式： @kcxset  etc  <objid>  <atb>  <data> 

機能： オブジェクトの属性を設定します。 

       本コマンドの成否には、以下に示すような応答文が戻ります。 

       # Command Requested = 1～N   : 本コマンドを受信した数 N 

       # Command Succeeded = 0～M   : コマンド処理に成功した数 M 
 

  <objid>にオブジェクト ID名を、<atb>に属性名を、<data>に整実数設定値を指定します。 

  <atb>には、以下を指定します。    

    stat (状態),  alm (警報状態),  lock (ロック状態),   

    i1～i8 (整数属性 1～8）,  f1～f8 (実数属性 1～8） 

記述例： 

      @kcxset  etc  di001   stat  1 

      @kcxset  etc  di001   i1    123 

      @kcxset  etc  ai001   stat  24.5 

      @kcxset  etc  ai001   alm   0 

      @kcxset  etc  ai001   f8    77.88 

      @kcxset  etc  do001  lock   1 
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●監視パネル要求コマンド 

書式： @kcxget  mon  <no>  [-p <x> <y> <w> <h>]  [-q <value>]  [-png]  [-jpg] 

機能： 監視パネルのイメージ画像を取得します。 

      応答メールには、監視パネル情報に画面イメージが添付され送られます。 

      <no> は、パネル番号を指定します。 

  [オプション] 

      -p ：画像の原点ｘ、ｙ座標、幅、高さを指定(ドット)することができます。指定しない場合は全画面

を取得します。 

  -q ：画像のクォリティ（画質）を指定することができます。 (JPEG形式指定時) 

     <value>に値を設定します。設定の範囲は、1～100 の間で指定できます。値が大きい程、

画質がよくなります。デフォルト値は、KaracrixBuilder の環境設定ファイルの値によります。

(24 章システムとファイル仕様 資料 1 の“webjpeg_xxx_qualty”の設定を参照) 

      -png ：画像のフォーマットを PNG 形式で取得します。 

      -jpg ：画像のフォーマットを JPEG形式で取得します。 

           （画像フォーマット無指定の場合の画像ファイルフォーマット（デフォルト）は、システムパラメータ設定の

「Web 監視＆グラフ画像フォーマット」の設定に従います） 

記述例： 

       @kcxget  mon  7  

       @kcxget  mon  8  -jpg 

応答データ例：  

       ◇監視パネル情報 (パネル番号、名称、添付ファイル名) 

          # mon 1.  7)  title= ハウス１   filename= t2015072310331901_mon7.png 

          # mon 2.  8)  title= ハウス 2   filename= t2015072310331902_mon8.jpg 

        ◇メール添付ファイル名 

          t2015072310331901mon7.png 

          t2015072310331902mon8.jpg 

●監視パネル一覧要求コマンド 

書式： @kcxget  mon 

機能： 監視パネルの一覧を取得します。 

応答メールから、監視パネルの番号、名称等の情報を取得することができます。 
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●計測トレンドグラフ一覧要求コマンド 

書式： @kcxget  mtre 

機能： 計測トレンドグラフの一覧を取得します。 

応答メールから、計測トレンドグラフの番号、名称等の情報を取得することができます。 

●計測トレンドグラフ要求コマンド 

書式： @kcxget  mtre  <no>  [-w <wno> ]  [-q <value>]  [-png]  [-jpg] 

機能： 計測トレンドグラフのイメージ画像を取得します。 

  応答メールには、計測トレンドグラフ情報にグラフイメージが添付され送られます。 

  <no> は、グラフ番号を指定します。 

  [オプション] 

      -w ：グラフ表示領域サイズ(本章 5.6(2)参照)を指定できます。指定しない場合は画面サイズ（L）を

取得します。 

          <wno>に値を設定します。設定の範囲は、1～3 の間で指定できます。 

          1 は L サイズ、2 は M サイズ、3 は Sサイズに対応します。 

-q ：画像のクォリティ（画質）を指定することができます。 (JPEG形式指定時) 

     <value>に値を設定します。設定の範囲は、1～100 の間で指定できます。値が大きい程、

画質がよくなります。デフォルト値は、KaracrixBuilder の環境設定ファイルの値によります。 

        (24 章システムとファイル仕様 資料 1 の“webjpeg_xxx_qualty”の設定を参照) 

      -png ：画像のフォーマットを PNG 形式で取得します。 

      -jpg ：画像のフォーマットを JPEG形式で取得します。 

           （画像フォーマット無指定の場合の画像ファイルフォーマット（デフォルト）は、システムパラメータ設定の

「Web 監視＆グラフ画像フォーマット」の設定に従います） 

記述例： 

       @kcxget  mtre  3 

       @kcxget  mtre  4  -jpg  -q  50 

応答データ例：  

       ◇計測トレンドグラフ情報 (グラフ番号、名称、添付ファイル名) 

          # mtre 1.  3)  title= ハウス環境   filename= t2015072310331902_mtre3.png 

          # mtre 2.  4)  title= 屋外環境   filename= t2015072310331903_mtre4.jpg 

        ◇メール添付ファイル名 

          t2015072310331902_mtre3.png 

          t2015072310331903_mtre4.jpg 
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●記録トレンドグラフ一覧要求コマンド 

書式： @kcxget  ftre 

機能： 記録トレンドグラフの一覧を取得します。 

応答メールから、記録トレンドグラフの番号、名称等の情報を取得することができます。 

●記録トレンドグラフ要求コマンド 

書式： @kcxget  ftre  <no>  [-tdate <term> ]  [-tplot <onoff>]  [-q <value>]  [-png]  [-jpg] 

機能： 記録トレンドグラフのイメージの取得を要求します。 

  応答メールには、記録トレンドグラフ情報にグラフイメージが添付され送られます。 

  <no> は、グラフ番号を指定します。 

  [オプション] 

      -tdate ：グラフの表示開始時刻と表示終了時刻を指定します。 

          <term>にグラフ開始と終了の年月日時分を設定します。フォーマットは以下の通りです。 

          フォーマット: （開始） yyyy mm dd hh mm （終了） yyyy mm dd hh mm 

          例) 2015年 7月 23日 0 時 0 分開始、2015年 8月 25日 0 時 0 分終了 

             -tdate  2015  7  23  0  0   2015  8  25  0  0 

      -tplot ：グラフにプロットマークを打ち込むかどうかを指定します。デフォルトは、1 の有りです。 

          <onoff>に、プロット無しの 0 か、プロット有の 1 を指定します。 

-q ：取得画像のクォリティ（画質）を指定することができます。 (JPEG形式指定時) 

     <value>に値を設定します。設定の範囲は、1～100 の間で指定できます。値が大きい程、

画質がよくなります。デフォルト値は、KaracrixBuilder の環境設定ファイルの値によります。 

        (24 章システムとファイル仕様 資料 1 の“webjpeg_xxx_qualty”の設定を参照) 

      -png ：取得画像のフォーマットを PNG 形式で取得します。 

      -jpg ：取得画像のフォーマットを JPEG形式で取得します。 

           （取得画像フォーマット無指定の場合の画像ファイルフォーマット（デフォルト）は、システムパラメータ設

定の「Web 監視＆グラフ画像フォーマット」の設定に従います） 

記述例： 

       @kcxget  ftre  5 -tdate  2015 8 1 12 0  2015 8 1 13 0 

       @kcxget  ftre  6 -tdate  2015 1 1 0 0  2016 1 1 0 0  -tplot  0  -jpg 

応答データ例：  

       ◇記録トレンドグラフ情報 (グラフ番号、名称、添付ファイル名) 

          # ftre 1.  5)  title= 工場環境   filename= t2015072310331903_ftre5.png 

          # ftre 2.  6)  title= 事務所環境   filename= t2015072310331904_ftre6.jpg 

        ◇メール添付ファイル名 

          t2015072310331903_ftre5.png 

          t2015072310331904_ftre6.jpg 
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●ファイル要求コマンド  (V3.51 以降) 

書式： @kcxget  file  <file_name>  <file_full_path> 

機能： ファイルを改めて名前を付けて取得します。 

      <file_name>に、取得するファイルに名前を付けます。 

      <file_full_path>に、取得するファイルをフルパスで指定します。 (容量 1MByte 以下) 

記述例： 

      @kcxget  file  abc.txt   /home/user/abc.txt 

      @kcxget  file  A01.txt   /home/user/abc.txt 

      @kcxget  file  X123     /home/user/abc.txt 

      @kcxget  file  hosts     /etc/hosts 

      @kcxget  file  ABC     /etc/hosts 

      @kcxget  file  h1.dat    /etc/hosts 

説明： 

      @kcxget  file  abc.txt   /home/user/abc.txt 

      上記の設定は、/home/user/abc.txt のフルパスファイルを、abc.txt という同じファイル名 

      で取得することを意味します。 
 

      @kcxget  file  A01.txt   /home/user/abc.txt 

      上記の設定は、/home/user/abc.txt のフルパスファイルを、A01.txt という異なるファイル名 

      に置き換えて取得することを意味します。 
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(2)コマンドメールのサンプル 

KaracrixBuilder のコマンドメールを作成する手順を説明します。 

 

①宛先メールアドレスを指定する。 

「E メール環境設定」画面の、ＰＯＰサーバに指定した 5.アカウントを宛先メールアドレスに使用します。 

KaracrixBuilder がＰＯＰ機能を使用し到着メールを読んでもらえるようにメールを送信します。 

注意） アカウント名が、AAAAA の場合、宛先メールアドレスを、AAAAA だけにしてはいけません。必

ず、AAAAA@xxxxx.xx と@マーク以下のドメイン名も含めて指定して下さい。 

②タイトルは、読み捨てられますので特にいりません。 

③本文を書く。 

メールコマンドを記述します。 

④送信する。 

⑤応答メールを取得する。 

 

 

 

以下に、メール本文のサンプルを記載しますので参考にして下さい。 

ここでは説明のために、KaracrixBuilder の認証用のユーザ名を“1”、パスワードを“2”と仮定しています。 

 

例 1) ヘルプ、オブジェクトの状態と属性、監視パネル、グラフ一覧情報を一括取得する 

下記の本文のコマンドをメーラに記述して送信して下さい。応答メールが返信され、各種情報を取得でき

ます。 

 

[本文] 

@kcxusr  1  2 

@kcxget  help 

@kcxget  obj 

@kcxget  etc 

@kcxget  mon 

@kcxget  mtre 

@kcxget  ftre 
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[応答文] 

 

メールヘッダ情報、ヘルプ 

の表示 

 

 

 

 

 

 

 

モニタ画面情報の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オブジェクト情報の表示 
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例 2)  DO ポイント、AI ポイントを操作する 

 

[本文] 

@kcxusr  1  2 

@kcxset  obj  do001  on 

@kcxset  obj  do002  off 

@kcxset  obj  ao004  24.5 

 

 

 

 

 

 

 

[応答文] 

 

# Command Requested = 3 

# Command Succeeded = 3 

 

3個のコマンドを受信しました。 

3個のコマンドの実行に成功しました。 

 

 

 

 

例 3) プログラムオブジェクトを起動（ctl02）、停止（ctl03）する 

 

[本文] 

@kcxusr  1  2 

@kcxset  obj  ctl02  on 

@kcxset  obj  ctl03  off 
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[応答文] 

コマンドの実行状況を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 4)  監視パネル、トレンドグラフのイメージを取得する 

 

[本文] 

@kcxusr  1  2 

@kcxget  mon  11 

@kcxget  mon  12 

@kcxget  mtre  10  -jpg  -q  50 

 

 

 

 

 

 

 

[応答文] 

コマンドの実行状況の取得 
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取得した、パネルイメージの表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 5)  カメラ画像を取得する 

例えば、objid 名「img001」が設定されていて、カメラドライバも動作し画像がキャプチャされているという条

件でカメラ画像を取得するコマンドは、以下の通りです。正常に処理されれば静止画１枚が送られてきま

す。 
 

[本文] 

@kcxusr  1  2 

@kcxget  obj  img001 
 

[応答文] 

◇オブジェクト情報 

  # img001 (IMG) image=[t2015072310331801_img001.jpg] Nm=[カメラ画像] 

◇メール添付ファイル名 

  t2015072310331801_img001.jpg 

 

 

例 6)  ファイルを取得する 

 

[本文] 

@kcxusr  1  2 

@kcxget  file  keisoku_20151101.log   /home/kcx/karacrix32F/usr/log/sys_itv1511.log 
 

[応答文] 

◇ファイル情報 

  # x. file  name= keisoku_20151101.log  fullpath= /home/kcx/karacrix32F/usr/log/sys_itv1511.log 

◇メール添付ファイル名 

  keisoku_20151101.log
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